
京都府立

伝統と創造

中高一貫教育のねらいは、長い歴史と伝統を踏まえ、６年間の一貫した教育

を通して、ゆとりの中で生きる力をはぐくみ、一人一人の感性を磨き、個性を伸ば

し、才能を開花させることにあります。

  新たな価値が創造される社会に大きく羽ばたこうとする若者たちには、自ら考

え主体的に行動する力が求められています。そのため、ものごとの本質を見抜く

深い洞察力や、課題を解決する鋭い論理的思考力、未来を切り拓く豊かな創造

力等が必要とされます。

  本校では、これらの力を身に付けさせるべく教育理念を掲げ、すべての教職員

が全力で取り組んでいます。
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湯川 秀樹
（物理学者）

ノーベル物理学賞受賞
（1949年）

朝永 振一郎
（物理学者）

ノーベル物理学賞受賞
（1965年）

(写真提供：京一中洛北高校同窓会)

中高一貫教育に至る沿革

洛北中高一貫教育の理念

 ＜ 教育の目標 ＞  未来を切り拓く強い意志
                   科学に立脚した高い知性と思索力
                   豊かな感性を持つ人間の育成

洛北高校は、明治３年12月京都府中学校として開校しました。これは日本

最古の中学校であり、その後、京都府第一中学校、京都府立第一中学校、京

都府立京都第一中学校と改称し、昭和25年４月京都府立洛北高等学校とし

て創立し現在に至りました。この間、二人のノーベル賞受賞者を輩出したのを

はじめ、各界において指導的役割を担う高名な人物を次々と世に送り出してき

ました。そして、平成16年４月より、附属中学校を併設し、中高一貫教育校とし

て、新しい歴史を刻み始めています。

深い洞察力
論理的思考力
豊かな創造力

基本コンセプト

ＳＣＩＥＮＣＥ

＜ 育てたい力 ＞   深い洞察力・論理的思考力・豊かな創造力

＜ 目指す生徒像 ＞ 世界に羽ばたく大きな志を持った生徒
                   知的バランスのとれた生徒
                   心豊かで、礼節をわきまえた生徒 校訓 礼節の実践

学業に邁進
山水の愛護

生徒が卒業後にどのような分野に進むとしても、変化の激しい現代社会で自ら

未来を切り拓いていくには、自然科学の基本的な素養を身に付けることが重要に

なります。生徒は６年間の一貫した教育の中で自然科学に親しみ、その考え方

や学び方の理解を深めます。そのため、本校中高一貫教育の基本コンセプトを

「ＳＣＩＥＮＣＥ（サイエンス)」としました。このコンセプトに沿って、特色ある教育

活動を展開します。



洛北における中高一貫教育

私にとって洛北高等学校附属中学校で過ごした３年間は、多くの方に
支えられながら、自分から行動する姿勢と広い視野を学んだ時間でした。
生徒会の書記として活動する中で、周囲と協力しながら物事に取り組む
ことの大切さを学びました。責任ある立場を経験することで、少しずつ自
ら考えて動くことができるようになったと感じています。また、オーストラリ
アを訪問した研修旅行や、その後、洛北高生になってから参加したアメ
リカでの研修は、異なる文化や価値観に触れ、自分の考えを見つめ直
す貴重な機会となりました。英語を使って人と関わる中で、相手と理解し
合うことの喜びを実感しました。
こうした経験を通して、主体的に挑戦することの大切さと、多様な考え
を受け入れる姿勢を学びました。そして、日々温かくご指導くださった先
生方や支えてくださった周囲の方々への感謝の気持ちも強くなりました。
今後もこの気持ちを忘れず、さらに成長していきたいと思います。

基礎期
(中１・中２)

小学校までの学習をもとに、各教科の専
門知識を固め、さらなる学習の楽しさ、
興味を発見する。

充実期
(中３・高１)

中学・高校の授業内容を再構成して、発展

学習へ ステップアップするためのオール

ラウンドな力を身に付ける。
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教育課程表（令和９年度附属中学校１年生及び高校サイエンス科１年生の予定）

豊富な授業時間数に基づき、６年間を見通した教育課程により、伝統を引き継ぎ創造的に発展させ

る、洛北の中高一貫教育がここにあります。

洛北附属中学校の生活

洛北高校での学び

制 服
夏期はポロシャツ、冬期はブレ

ザーとカッターシャツを基本とする

制服です。指定セーターや指定ベス

トを着用することもできます。スカー

トではなく、ズボンを選ぶこともでき

ます。

ブレザーやズボン、スカートは、洛

北高校と共用となっています。

令和８年度設置部活動
●弓道 ●剣道 ●水泳

●男子テニス ●女子テニス

   ●男子バスケットボール

     ●女子バレーボール

●陸上競技                  ●囲碁・将棋

●サイエンス ●書道

     ●吹奏楽 ●美術

（体育系８ 文科系５）

部活動

学校行事研修旅行(中３)

宿泊研修(中２)

文化祭

体育祭

日本舞踊体験

百人一首大会

校外学習(中１)

研修旅行などの学年ごとの行事

や文化祭・体育祭などの中高合

同の行事があります。

７限授業など豊富な授業時間数を活用し、国・社・
数・理・英の５教科では、高校学習内容について基礎
期から部分的に学びはじめ、充実期となる中学３年生
からは、より本格的に高校の学習内容に即した学びを
展開します。

特色ある教育活動

洛北サイエンス
中高一貫教育の基本コンセプト「ＳＣＩＥＮＣＥ（サイエ

ンス）」に沿った教育活動の１つとして、独自教科「洛

北サイエンス」があります。探究活動や特別講義、校

外学習を実施し、通常の授業では得られない学びの

機会となっています。この学習が、高校で実施する課

題探究につながっていきます。

日本文化に触れる校外学習や体験学習、

海外研修プログラム（希望者対象）などに

より、多様な文化に触れます。

国内外の文化体験

中庭には大クスノキと鞍型のテント
があり、登校する生徒を毎朝見守っ
ています。文化祭のときには特設舞
台が設置され、様々なパフォーマン
スが披露されてにぎわいます。
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洛北高校は平成16年度から20年以上にわたりスーパーサイエンスハイスクール

(SSH) の指定を受け、研究開発を続けてきました。これにより培ったノウハウや教育

プログラムを継続発展させて、科学技術フロントランナーの育成を目指します。

１８期生
高橋 采花

卒業生から

進路実績 国公立大学 私立４年制大学

合格者数は、現役及び過年度生を含む人数です。（令和８年４月現在）

洛北高校・洛北高校附属中学校では、中学１年生から高校３年生まで、

1000名を超える生徒(令和８年度)が同じ敷地内で学んでいます。その中で、

附属中学校入学から高校進学後のサイエンス科での学習まで、６年間の一

貫教育が行われています。本校では、この６年間を基礎期・充実期・発展期

と３つの段階に分け、計画的、系統的な教育を展開します。
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